
　アンケート調査　Ｒ５年10月実施

　回答者　太田市内小・中・義務教育学校　
　小学５・６年生，中学生の保護者（3752人）

多かった回答
《小学５・６年生》※以降小学生
・体力を維持・向上させたい　　　　　… 68.9%
・精神的に強くなってもらいたい　　　… 62.9%
・スポーツや音楽そのものを楽し
　ませたい　　　　　　　　　　　　　… 56.5%

《中学生》
・体力を維持・向上したい 　　 　　　… 66.8%
・精神的に強くなってもらいたい　　　… 63.2%
・スポーツマンシップや団体行動
　を身につけさせたい　　　　　　　　… 56.8%

・｢大いに賛成｣｢やや賛成｣　　　　　 … 40.4%
・｢どちらともいえない｣　　　　　　 … 39.1%
・｢わからない」　　　　　　　　　　… 10.0%
・｢あまり好ましくない」｢反対｣　　　… 10.5%

　
○「体力の維持・向上」や「精神面を強くする」
　ことを期待している。
○スポーツや音楽が持つ「よさ」や「楽しさ」を
　感じさせたい。
○ルールを守って、正々堂々と競技したり、仲間
　と協力して集団で取り組んだりできるようにさ
　せたい。　
　　　　　　　　　　　　　　　等と考えている。　　　　　　　　　　　　　

　文科省の方針について、
　保護者の４割が「賛成」と考えている。

保護者の皆様の回答
から分かったこと

（以下、   は同様）

＜別紙２＞

◇アンケート調査へのご協力、大変ありがとうござ 
  いました。

◇本調査の結果を踏まえ、今後の太田市の休日の部　　
　活動の在り方についてお示しできるようにしてい
　きます。

〈はじめに〉太田市部活動運営の在り方検討委員会より



多かった回答
・「平日の部活動と同じ」先生と仲間で
　一緒に行う活動に参加させたい　　  　　… 50.2%

・お子さんの学校と近くの学校とが合同
　で行う活動に参加させたい　　　　　　　… 36.6%

・よくわからない　　　　　　　　　　　  … 17.6%

多かった回答
《小学生》
・休日指導できる指導者の確保が難しい　　  … 52.5%
・子どもの送迎で、保護者の身体的・
　時間的な負担が増す　　　　　　　　　　  … 47.8%
　
《中学生》
・休日指導できる指導者の確保が難しい　　  … 53.2%
・地域クラブ活動の運営体制が整うかどうか　… 44.9%

｢休日指導できる指導者の確保｣「地域クラブ活動
の運営体制」｢保護者の負担が増す」等を問題視し
ている。

○平日も休日も同じ人間関係で活動させたい。

○自分たちが住む近くの場所で活動させたい。
                        
　　　　　　　　　　　　　　等と考えている。

多かった意見
・指導者の質について
・教員の負担について
・保護者の負担について
・部活動の必要性について
・運営体制について

○教員の負担が減るのはよいことであるが、保護者への負担が増
　すことに不安を感じている。

○指導者の選び方や研修会の実施等含め、指導者としてふさわし
　い人材を確保して欲しい。

○地域クラブ活動の運営の仕方（トラブルへの対応や責任、平日
　と休日の連携、中体連との関わり方等）を検討して欲しい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等と考えている。


